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3.4電力円線図 
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sE ，
rE が一定の場合, 

rS を縦軸：無効電

力 rQ ，横軸：有効電力 rP の複素平面上に描

くと， の変化に伴い
rS の先端は円を描く。こ

の軌跡を受電端電力円線図という。（右図） 

円上の点は受電端電力が取り得る値を示

し，相差角が の場合は，円との交点A ，B

で電力が授受されていることを示す。 

有効電力は次式で与えられるから 
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送電端電力は， 
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右上図で，上が送電端電力円線図，下が受

電端電力円線図で rE を一定とした例。 

 

 sE と rE を一定として， を変化（ 20 ~ 30   ）さ

せると， Pは大きく変化するが，Qはあまり変化しな

い。これは有効電力の制御を相差角で行うことに対

応している（第 5 回）。また， rE と を一定として，

sE を変化（上図では 1.1～0.9）させると，Qは大きく

変化するが， Pはあまり変化しない。よって電圧の

制御には無効電力を調整すればよい（調相設備）。 

  

送電可能な有効電力は相差角 90°で最大となるが

通常は 20～30°の範囲で運転される。 sE と rE を

一定として， を変化（ 20 ~ 30   ）させると， P

は大きく変化するが，Qはあまり変化しない。これは

有効電力の制御を相差角で行うことに対応している

（第 5回）。また， rE と を一定として， sE を変化（上

図では 1.1～0.9）させると，Qは大きく変化するが，

Pはあまり変化しない。よって電圧の制御には無効

電力を調整すればよい（調相設備）。 

円との交点A ，Bの距離は，有効電力の差で線

路抵抗による電力消費（今回は無視）を示し，無効

電力の差は線路リアクタンスによる電力消費を示

す。 
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調相設備容量の求めたか 

遅れ力率 の負荷の場合について示す 

 

 

 

 

 

 

 

 

受電端電力は進みになっている 

軽負荷の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上から，送電線路両端の電圧，線路定数がわ

かると，電力円線図と負荷特性曲線により以下

が求まる。 

・ 最大受電電力 

・ 相受電端間の相差角 

・ 必要な調相容量 

なお，負荷力率が悪いと無効電力が増加，調相

容量も増加する。 
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